
報告事項１　令和６年度和光市介護保険事業の現状分析結果について

令和7年11月5日
和光市

地域包括ケア「見える化」システムを活用した

和光市介護保険事業の現状分析

資料１



１．和光市の人口、認定率の動向

上記をみると高齢化率及び認定率は、増加傾向にあります。しかし、全国と比較すると、いずれも

県内や全国の順位がかなり低く位置しています。

具体的には、2025年で、高齢化率は「県内2番目、全国7番目」、認定率は「県内1番目、全国27番

目」と低く抑えることができています。
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 （出典）2000年～2020年まで：総務省「国勢調査」

　　　　2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」

実績値 推計値
埼玉県内 60番目 61保険者

全国 1,559番目 1,570保険者

埼玉県内 60番目 61保険者

全国 1,552番目 1,558保険者

埼玉県内 61番目 61保険者

全国 1,546番目 1,558保険者

和光市の高齢化率の降順

（2020年10月時点）
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埼玉県内 61番目 61保険者

全国 1,546番目 1,572保険者

和光市の認定率の降順

（令和 7年 3月末時点）
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２　高齢化率

令和６年度における和光市の高齢化率は18.1％で、近隣市と比較してもかなり低い割合となってい

ます。今後も他市町村よりも低い傾向で推移することが予想されますが、高齢化率の増加傾向は、他

市町村と同様で年々増加しています。高齢化率が低い要因としては、交通の便が良い地域の特性上、

若い世代の市民が多いことが考えられます。
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３　認定率の動向
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認定率（要介護度別）※第2号被保険者を含む（令和6年(2024年)）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

要介護４ 要介護５

（時点）H18

（出典）厚生労働省「介護保険事業報告」年報（平成26年度のみ「介護保険事業報告」月報）

認定率は、近隣市や全国と同様で、増加傾向にありますが、他市と比較しかなり低い水準にありま

す。特に要支援１，２の割合が低い特徴があります。これは、和光市が総合事業を広く展開している

ことにより、介護予防を必要としている人の受け皿になっていることが考えられます。

（時点）令和6年(2024年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和5,6年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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４　新規認定者の分布
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新規要支援・要介護認定者の要介護度別分布（令和5年(2023年)）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（時点）

（出典）厚生労働省「介護保険総合データベース」（令和6年8月10日時点データにて集計）
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新規要支援・要介護認定者の年齢階級別分布（令和5年(2023年)）

65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90歳以上

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「介護保険総合データベース」（令和6年8月10日時点データにて集計）

新規認定の介護度は、要支援１の割合が近隣市と比較し、かなり低く抑えられています。一方で、

要支援２、要介護２の新規認定者の割合が、高くなっています。

新規認定された年齢の分布をみると、「90歳以上」で初めて介護認定された方の割合が、他市町村

等と比較して5～8％程度高くなっています。一方で「75～79歳」「80～84歳」で初めて介護認定され

た方の割合は、6～11％程度低くなっています。「70～74歳」では、他市町村等と比較し、4～5％程度

高くなっています。85歳以上で比較すると4～9％程度、新規認定者が他市町村よりも多くなっている

ので、総合事業の施策が一定の成果をあげて、健康寿命の増進に寄与しているものと考えられます。

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「介護保険総合データベース」（令和6年8月10日時点データにて集計）
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５　地域包括支援センター
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介護予防ケアマネジメントの実施延べ件数【65歳以上人口1万対】

（令和3年3月(2021年3月)）
介護予防ケアマネジメントＡ 介護予防ケアマネジメントB

介護予防ケアマネジメントC

（時点）H18

（出典）厚生労働省「介護保険事業報告」年報（平成26年度のみ「介護保険事業報告」月報）

（時点）令和3年3月(2021年3月)

（出典）厚生労働省「介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業）の実施状況に関する調査結果」

介護予防ケアマネジメントの実施件数が、他市町村等と比較して、7倍程度高くなっており、和光

市が総合事業に力をいれていることがわかります。地域包括支援センターの設置数は、他市町村等と

比較し1.5～2倍程度多くなっています。和光市の拠点が4拠点の場合は「2.63」となり、2番目に高い
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（設置数）
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センター設置数[65歳以上人口1万対]（令和5年(2023年)）

通常型（直営） 通常型（委託）

機能強化型（直営）（圏域なしを含む） 機能強化型（委託）（圏域なしを含む）

基幹型（直営）（圏域なしを含む） 基幹型（委託）（圏域なしを含む）

（時点）令和5年(2023年)

（出典）厚生労働省「地域包括支援センター運営状況調査」

（設置数）
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６　和光市の介護費用及び保険料の動向

介護保険費用額は年々増加傾向にあり、保険料も増加しています。介護保険費用額は、県内では中間、全国でみると

下位の20％に位置しています。和光市は、認定率が低いため、65歳以上の人口に対してサービス受給者を少なく抑える

ことができています。一方で、65歳以上の人口１人あたりの費用額は県内で中間に位置しているので、サービス未利用

者が少なく、サービス利用率が高くなっていることが考えれます。

第9期の保険料基準額は5,880円で、全国平均6,225円、埼玉県平均5,922円と比較すると低く抑えることができています。
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和光市の介護費用額の推移

費用額（施設サービス）

費用額（居住系サービス）

費用額（在宅サービス）

第1号被保険者1人1月あたり費用額

埼玉県内 25番目 61保険者

全国 1,271番目 1,573保険者

和光市の第1号被保険者1人1月あたりの費用額の降順

（令和 7年 1月末時点）

（出典）【費用額】平成28年度から令和4年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、令和5年度：「介護保険事業状況報告（月報）」の12か月累計、

                令和6年度：直近月までの「介護保険事業状況報告（月報）」の累計（※補足給付は費用額に含まれていない）

　　　　【第1号被保険者1人あたり費用額】「介護保険事業状況報告（年報）」（または直近月までの月報累計）における費用額を「介護保険事業状況

　　　　報告月報）」における第1号被保険者数の各月累計で除して算出
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（出典）【必要保険料額】平成30年度から令和4年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、

              令和5年度：「介護保険事業状況報告（月報）」の１２か月累計および介護保険事   業計画に係る保険者からの報告値、

              令和6年度：直近月までの「介護保険事業状況報告（月報）」の累計および介護保険事業計画に係る保険者からの報告値

　　　　【保険料基準額】介護保険事業計画に係る保険者からの報告値
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７　受給率（居住系）
　－特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護－

居住系サービスの受給率は、近隣市及び全国と比較すると非常に高くなっています。推移は、他

の自治体と同様に増加傾向にあります。次の８受給率（施設系）を見ると受給率がかなり低くなっ

ているため、和光市は施設（特養など）の定員が少ないため、居住系サービスにより受入れできて

いると考えられます。
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受給率（居住系サービス）（要介護度別）（令和6年(2024年)）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

要介護４ 要介護５

（時点）H18

（出典）厚生労働省「介護保険事業報告」年報（平成26年度のみ「介護保険事業報告」月報）

（時点）令和6年(2024年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和5,6年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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（出典）

（注目する地域）和光市

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和5,6年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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８　受給率（在宅系）
　　　－住宅系・施設系以外－

在宅サービスは、近隣市や全国と比較して低い水準でやや増加傾向で推移しています。これは被

保険者に対して、認定者数が少ないことが要因と考えられます。
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受給率（在宅サービス）（要介護度別）（令和6年(2024年)）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

要介護４ 要介護５

（時点）H18

（出典）厚生労働省「介護保険事業報告」年報（平成26年度のみ「介護保険事業報告」月報）

（時点）令和6年(2024年)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和5,6年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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９　受給率（施設系）

　－介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院－

全国と比較して施設系のサ－ビス受給率は、低く抑えられています。推移については、横ばいか微増

傾向にあります。計画している特別養護老人ホームが立てられた場合は、全体に対して市内の定員が

1.5倍程度増加するため、他市町村と同等の受給率になることが予想されます。
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１０　第１号被保険者一人当たり給付月額（サービス別）

1人当たりの給付月額は令和元年頃まで横ばいでしたが、それ以降は年々増加しています。認定

率を低く抑えることができていることに対して、一人あたりの給付月額が他市町村と同程度になっ

ているのは、サービス未利用者が少なくサービス利用率が高い事が考えられます。
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（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和4,5年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）
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１１　地域の特徴的なデータ

一人あたりの給付月額が認定率と比較し、高い傾向にあることについて、長く在宅生活を続けれるこ

とを支援しているため、居宅系サービスの利用者に比較的介護度が高い受給者が多く、給付額が増加し

ている事が考えられますが、在宅サービスの一人あたりの給付月額をみると特別に高い数値にはなって

いません。
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一人あたりの給付月額が認定率と比較し、高い傾向にあることについて、サービス利用率の高いことが考えられます。

和光市のサービス利用率は、県内２位で85.8％です。埼玉県平均(76.1％)と比較すると、11.3％高くなっています。和

光市のサービス利用率を(76.1％)に調整した場合の認定率は、14.71％（R6.3.31時点）となり、鶴ヶ島市や幸手市と同

程度となり、第１号被保険者一人当たりの給付月額で、両市と同じ水準になっていることがわかります。また、サービ

ス利用率が県内１位の美里町(87.7％)は、認定率が15.8％(R6)ですが、第１号被保険者一人当たりの給付月額が非常に

高くなっていることからも考えが正しいことがわかります。
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（時点）令和4年(2022年)

（出典）「介護保険総合データベース」および総務省「住民基本台帳人口・世帯数」
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１２　高齢者の特徴
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高齢者がいる世帯の割合、夫婦世帯の割合は、2015年頃から伸びが緩やかになり、横這いかやや微

増となっているが、独居世帯の割合は着実に増加傾向にあります。前期、後期高齢者数の割合は、高

齢化率に関わらず全国的に同じ推移で動いており、2026年頃までは後期高齢者の割合が増加する見込

みです。

後期高齢者が増加することで認定者数、介護費用額の増加が見込まれるので、安定的な介護保険制

度を運営するために、介護保険料の見直しが必要になると考えらます。

また、後期高齢者の増加とともに独居世帯も増加するので、外出機会の創出や見守りなどの事業を

充実させていく必要があると考えられます。
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